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■フェイスブックページでは、日々情報発信していますので、ぜひ皆さんご覧ください。
■私のYou Tubeチャンネルでは月に１～２本の動画配信を行っています。
　私のＨＰからご覧いただけますが、ぜひチャンネル登録お願いします。

【個人献金のお願い】 いながき昭義の政治活動は皆様からの個人献金にお支えいただいております。
　　　　　　　　　　 勝手なお願いで恐縮ですが皆様からのご支援賜りますようお願い申し上げます。 
◆三重銀行　本　　店　普通預金　口座番号１８０４２４４　名義　いながき昭義政経情報交換会
◆百五銀行　生桑支店　普通預金　口座番号３９７１０２　　名義　いながき昭義政経情報交換会

　時下ますますご健勝のことと拝察しお慶び申し上げます。平成２８年度当初予算
など盛りだくさんの議案審査を行う３月議会が終わりました。特にこの５年間は会
派の政策局長として予算編成に関わり、私自身いい経験となり成長したように思い
ます。昨今の世情は、政務活動費の問題など限られた議員の不祥事ばかりが注目さ
れ、予算編成の議論をしていると桁の違う話が一緒に扱われていると感じます。ま
た、今日明日の話ばかりが注目され、５年後、１０年後を考えた取組は注目度が低
く、時間軸をごちゃ混ぜにした扱いに危機感を感じます。
　私は、地域のために今何が必要か、次の世代のために今何が必要かをしっかり考
えられる政治家でありたいと思います。今後とも変わらぬご指導、ご支援賜ります
ようお願い申し上げます。

三重県議会議員　稲　垣　昭　義

◆ブログ「初心、継続。」　http://ameblo.jp/dream-21

【県政座談会のご案内】

　手話言語に関する条例検討会を設置して私が座長と
して条例づくりを行っております。先進地調査や専門
家、関係団体などからの聞取りを行いこれまで１０回
の議論を重ね検討会案を取りまとめました。今後パブ
リックコメントで県民の皆さんの声を聞かせていただ
き、６月議会での条例制定に向けて進めていきます。
当事者の皆さんの思いのこもった条例にしていきたい
と思います。

◆一人親家庭・子ども医療費現物給付・窓口無料化提案◆

◆三重県手話言語条例制定へ◆

定期的に開催しております座談会を下記日程で行います。ぜひお誘い合わせでお越しください。
どなたでも気軽にご参加いただける報告会です。よろしくお願いします。
　　５月２９日（日）　１８：３０～　　下野地区市民センター
　　５月２９日（日）　１９：３０～　　保々地区市民センター
　　６月　５日（日）　１８：３０～　　楠福祉会館
　　６月　５日（日）　１９：３０～　　塩浜地区市民センター

　日本の子どもの貧困率は16.3％となっており、更に一人親家庭
に限ると54.3％です。本県の調査では母子家庭の6割以上が収入
200万円未満となっていて子どもの貧困状況は年々悪化していま
す。そんな中子育て中の医療費を窓口無料にして欲しいとの声を
たくさんいただいています。私たち新政みえはこれまでも一人親
家庭・子ども医療費の窓口無料を提案してきましたが、財源の問
題や市町の温度差などから県執行部との議論は平行線でした。そ
こで政策局で約半年に渡り、他の都道府県の事例調査や独自の試
算などを行い、一部自己負担を入れる形でまず現物給付・窓口無
料に制度改正をする具体的な提案を取りまとめ知事に提出しまし
た。この提案実現に向けて今後取り組んで参ります。提案内容は
下記の通りです。
１、先行して一人親家庭医療費補助金制度に現物給付・窓口無料
を導入し。中学校卒業年度（15歳児年度末）まで自己負担なし
とし、それ以降18歳児年度末までは１回上限500円、一か月上
限を1000円とする。
２、子ども医療費補助金に現物給付・窓口無料化を導入し、5歳児年度末まで自己負担なしとし、そ
れ以降小学校卒業年度末（12歳児年度末）までは1回上限1000円、一か月上限を2000円とする。
３、制度導入に際し、事務費削減等を行い、また安易な受診（いわゆるコンビニ受診）削減の取組
を行い、更に国庫負担金の減額調整の廃止を国に強く
　求め、これらの取組成果と共に自己負担なしの対象年
　齢を拡大する。

【伊勢新聞】

【伊勢新聞】

稲垣昭義　ブログ　　　　　検索

いながき昭義プロフィール
昭和４７年　四日市市東坂部町生まれ（現在４３歳）大池中学校・四日市高校・立教大学法学部卒業
平成７年～１０年　株式会社三重銀行勤務　
平成１１年　三重県議会議員選挙出馬（２６歳）１２,４３１票で次点（４１６票差）
その後、学習塾・パソコン教室・ＮＰＯ法人三重県フリーマーケット協会などを立ち上げ４年間生活。
平成１５年　三重県議会議員選挙　初当選以来４期連続当選。
四日市港管理組合議会第４５代議長（歴代最年少）、県議会予算決算常任委員長（歴代最年少）等を歴任
※詳細はホームページを参照下さい。   

【台湾ランタンフェスティバル】.



　一般会計の規模は、２月補正を合わせて７,４６１億５,０５４万４千円で、対前年度比約７７億５千万円増（１.１％増）
となっています。義務的経費（人件費、社会保障関係費、公債費）は、前年度比２.３％増の４,４１５億４,３４３万円で予
算全体の５９.９％を占めています。非常に硬直化した極めて厳しい予算編成を毎年行っています。

　予算委員会総括質疑で知事と県財政について議論しましたが、異例の措置として企業会計から５５億円借り入れて編成した
平成２８年度予算は極めて厳しい県財政の状況を物語っています。私がこれまで取り組んできた主なものや新規事業を中心に
平成２８年度の取組のポイントを報告いたします。

　東日本大震災から５年が経ちましたが、決して忘れることなく南海トラフ地震、内陸活断層地震・津波対策や
台風、局地的豪雨などの風水害対策に力を入れています。関係予算総額は４０億６千７百万円です。

　新たな産業の創出として航空宇宙産業に力を入れます。また、ポストサミットの取組としてＭＩＣＥ誘致や日
本版ＤＭＯの取組など三重県の質・魅力を高めます。

　遅れている北勢地域の河川整備や道路整備に力を入れます。新名神、北勢バイパス、霞４号線、国道４７７号
四日市湯の山道路といった主な幹線が平成３０年にはネットワークを構築できるよう取組みます。

　その他、これまで取組んできた不法投棄事案への対応、三重国体に向けた取組、伊勢湾の再生など長期課題に
ついても力を入れていきます。

　学力の向上と人材育成に力を入れます。学力向上の関連予算総額は１６億６千４百万円です。

　５月２６日、２７日開催の伊勢志摩サミット成功に全力を尽くします。２７年度分を含め総額で９３億３千万
円（内約４０億円は国費）の大きな予算となります。県政史上大きな転機となるチャンスを活かします。

　三重県でも少子化が極めて深刻な事態のため「みえ子どもスマイルプラン」を推進し、ライフステージごとに
切れ目ない対策を行います。関連予算総額は９５億１千９百万円です。また格差の広がりを是正するため特に子
どもの貧困対策に力を入れます。

　団塊の世代が７５歳以上となる平成３７年以降は、医療・介護の需要が急増します。住まい、医療、介護、予
防、生活支援が一体的に提供される地域包括支援システム構築に力を入れます。関連予算総額は４２億６千３百
万円です。

　四日市市中村町（東名阪四日市東ＩＣ周辺）に広域防災拠点を整備、北勢地域の輸送、物資保管、集配、活動等の拠点と
し、県外部隊や救援物資等の全県への受入れ拠点とする。平成２９年度末完成予定。

　運行から２２年が経過し機体が老朽化した防災ヘリコプター「みえ」を新規更新し、機能強化のためヘリコプター電送シ
ステムを整備する。

　ひとり親家庭の親に対して高等職業訓練促進給付金の支給や入学準備金、就職準備金の貸付を行うなど。

　「みえ出逢いサポートセンター」における情報提供などを行い、社会全体で結婚を応援する機運を醸成する。

　地域での在宅医療提供体制整備のため人材育成支援を行い充実をはかる。

　各学校の授業改善を促進し、学力向上をはかる。「わかる授業」のため組織的、継続的な取組を行う。

　県立四日市工業高校に専攻科を平成３０年開校するため準備を行う。電気コースと機械コースを設置の予定で、設置にか
かる費用は約７億１千万円の見込み。

　世界最高峰のＭＩＣＥ（国際会議、学会、展示会、見本市、イベントなどのこと）開催地として地位を確立させ、海外Ｍ
ＩＣＥ誘致に取組む。世界的に有名な経済界のリーダーが参加する国際会議を誘致する。

　生産技術者の育成や留学支援などの人材育成、認証取得支援、新規参入促進、試作開発支援を行う。難削材・難形状・高
精度の加工技術等の習得を目指す研究会を創設し技術開発力の強化をはかる。海外ネットワークの活用、深化をはかる。

　国道４７７号四日市湯の山道路など、県管理道路の整備を推進する。

　新名神・東海環状自動車道・北勢バイパス・中勢バイパス・伊勢大橋掛替・熊野尾鷲道路などの道路整備を進める。平成
２８年度供用予定は、新名神高速道路（四日市JCT～新四日市JCT）、東海環状自動車道（新四日市JCT～東員ＩＣ）

洪水被害を軽減するため、川幅を広げるための堤防整備や治水上支障となっている橋梁等の改築を進める。三滝川、朝明川
の課題箇所対応を進める。また別途、河川堆積土砂撤去（６億５千５百万円）を継続して効果的に行う。

　伊勢志摩サミットでの各国首脳等の身辺安全確保、関連行事の円滑な進行確保、安全・安心な県民生活の確保に万全を期
すため警備諸対策を行う。またテロを未然に防止するため官民一体の日本型テロ対策を推進する。

　生活環境保全上の支障がある大矢知・平津事案（平成２４年～平成３４年）、内山事案（平成１８年～平成３１年）など
４つの産業廃棄物不適正処理事案について行政代執行により引き続き恒久対策をすすめる。

　平成３３年「三重とこわか国体」開催に向けて準備を進める。東京オリンピック・パラリンピック競技大会やラグビーワ
ールドカップ日本開催に向けての事前キャンプ地誘致の実現に向けて取組む。

　伊勢湾のあさり漁業の生産力向上のため干潟の造成を推進する。

　「みえ旅パスポート」に次ぐ「食」をテーマとした新たなパスポート事業の展開を行う。「日本版ＤＭＯ」の取組をすす
める。外国人旅行者の誘致をはかるため富裕層、欧米市場、ゴルフツーリズムなど新たな分野の取組をすすめる。

　平成２９年「第２７回全国菓子大博覧会・三重（お伊勢さん菓子博2017）」の開催に向けて実行委員会の取組を支援する。

◆平成２８年度当初予算可決・ポイントチェック◆

■北勢広域防災拠点整備事業（８億８千５百万円）

■防災ヘリコプター更新事業（２９億５千９百万円）

■子どもの貧困対策事業（１億６千万円）

■出逢いの支援事業（２千５百万円）

■在宅医療推進事業（９千万円）

■学力向上支援事業（４千３百万円）

■専攻科設置準備事業（７千４百万円）

■海外ＭＩＣＥ誘致推進事業（４千６百万円）

■航空宇宙産業の振興事業（１億１千万円）

■県管理道路の整備推進事業（１２２億８千６百万円）

■高規格幹線道路および直轄国道整備促進事業（１１３億１千６百万円）

■河川改修事業（３０億８千３百万円）

■テロ等対策事業（１０億８千５百万円）

■廃棄物総合対策環境修復事業（３２億２千１百万円）

■スポーツの推進事業（４８億１千万円）

■伊勢湾あさり復活プロジェクト推進事業（１億３千８百万円）

■観光の産業化と海外誘客の促進事業（１億７千４百万円）

■全国菓子大博覧会・三重開催支援事業（３千８百万円）
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　 平成２８年１月１８日

　聴覚障がい者団体から
　要望受取

平成２８年１月２１日
手話言語に関する条例検討会
で神奈川県議会調査平成２８年１月２０日

　近鉄四日市駅前街頭演説

平成２８年１月２３日
　御在所登山

平成２８年２月７日
　慈善橋市場オープン

平成２８年２月２８日
　県政座談会開催

平成２８年３月７日
　予算決算常任委員会
　総括質疑登壇

平成２８年３月２２日
　ひとり親子ども医療費
　窓口無料を知事に提案
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